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本書 は,本 誌No.38に掲載 の学術 論文
「江戸時代か ら現代において人形師はどんな
等身大人形を作 ったのか」の著者 ・川井氏の,





























エフ ィジー,つ ま り遺体の代理 としての人形
がそのは じま りで あった。 フユーネ ラル ・エ
フ ィジーは,葬 儀 での必要性か ら発生 し,技
術の向上 によって写実性の高い蝋人形 とな る
が,そ の役割 はやがて 「見せ る」エ フィジー
へ と変化 してい く。第1章 で はイングラン ド
を,第2章 ではフラ ンスを中心 に,14世紀頃
か ら17世紀初 頃までのフユーネ ラル ・エ フィ
ジーの変遷 が,多 くの王侯貴族 に纏わ るエ ピ
ソー ドを交えなが ら辿 られ ている。
第1部 がアルプスの北側 を舞台 と した話で
あ るのに対 し,第2部 ではイタ リア,ス ペ イ
ンを中心 とした南側 の,製 作者達 の動向 に焦
点が当て られ る(著 者 によると 「製作者」 は,
「つ くる人」 を意味 し,「職人」 や 「人形師」
を使用 しないのは語彙 によるイメージの影響
を避 け るための配慮 であ る)。北側 と南側 で
は16世紀 までは,死 に対する考 え方 の違 いか
ら,「実物 どお りに着彩 された等身大の人 形」
の需要 と発展の仕方が異な っていたが,16世
紀 中頃,ア ル プスを越 えての技術交流 が盛 ん
にな り,次 第 にその違 いが無 くな ってい った。
第3章 で は,早 くか ら人体解剖 が行 われて
いたイタ リアでの状況が記 されてお り,レ オ
ナル ド・ダ ・ヴィンチ と ミケ ランジェロの解
剖模型 の製作 に纏わ る話 も興味深い。
第4章 で は,解 剖学が発達 したイタ リアの
製 作技 術が,ヨ ー ロ ッパ 中に広 く伝播 し,
「実物 どお りに着彩 された等身大 の人形」 は,
いろいろな役割を持 って需要 されるようになっ
た様子 が分か る。 それ は,解 剖模型 として,
奉納細工 と して,あ るいは記念像 と してであ
り,さ らにそれ らは博物館の資料 にもな った。
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「製作者が 「製作 している」のは 「正確さ」
だけではない。「説得力」,そして 「迫真
力」を彼 らは創造 しているのである」
「「アーティス ト」の戦略から 「実物どお
りに着彩された等身大の人形」が美術的
でないとして排除されようとも,人々は
「見たい」ということである。そして人々
は安心して 「実物どお りに着彩された等
身大の人形」を見て,驚 き,声をたて,
笑い,ま た記念写真を撮って,に ぎやか
に 「見物」を楽 しむのである」
「実物 どおりに着彩された等身大の人形」
に対 して,正 当な評価を求める著者の熱い思
いが伝わる。
著者の熱意を持 って,こ の分野に多くの研
究者が注目し,新たなる道が開けるよう,読
者の一人として著者に 「応援」の気持ちを捧
げたい。
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